
仮設機材は、⽇常の管理や使⽤等が強度等に⼤きな影響を与える恐れがあり、適正な経年管理が⾏われていない機材セン

ターから出荷される経年仮設機材は、安全上問題となる場合があります。
 

 

経年仮設機材の安全性を確保するため、リース・レンタル会社の機材センター及び建設会社の機材センターに対し、経年

管理が⼀定の基準に達していることを調査確認し、認定証を発⾏する制度です。
 

 

具体的には、機材センターから申請のあったものに対し、経年仮設機材に関する技術基準（厚⽣労働省労働基準局⻑通達

で⽰された「経年仮設機材の管理指針」に基づき作成されている。）により、選別・整備・修理・表⽰・廃棄等について

適正な経年管理が⾏われているかどうかを調査します。適正に経年管理が⾏われている場合には３年間の有効期間を定

め、リース・レンタル会社の機材センターに対しては「指定⼯場認定証」を、建設会社の機材センターに対しては「登録

⼯場認定証」を発⾏しています。
 

 

また、３年の有効期間満了に先⽴ち引き続き適⽤⼯場の認定を希望する機材センタ

ーについては、更新の調査を⾏い適正に経年管理が⾏われている場合には更に３年

間更新されます。適⽤⼯場の確認⽅法は、右記のような「適⽤⼯場認定証」により

本会の適⽤⼯場であることを確認することができます。
 

 

なお、特に機材管理が他の⼯場の模範となると認められる機材センターに対して

は、「機材管理モデル⼯場」の認定を⾏っています。



仮設⼯業会の認定制度は、仮設構造物（仮設⾜場、型枠⽀保⼯等）の安全性を確保するために、仮設機材に関する厚⽣労

働省規格及び仮設⼯業会の定める仮設機材認定基準に適合していることを検査するものです。
 

認定検査は仮設⼯業会第１種正会員の申請に基づき、製造⼯場ごとに、⽣産管理に関する⼯場審査及び仮設機材の種類

別、型式別に抜取試験を⾏い、その結果を認定検査審査委員会（関係官庁、学識経験者及び建設に関する労働災害防⽌団

体の関係者により構成）に諮り、委員会の意⾒のもとに会⻑が認定を⾏うものです。

認定に合格したものに対して有効期間１年間の「認定合格証」を発⾏し、その有効

期間に製造されたものを認定品とすることとしています。

認定品（認定に合格した仮設機材）には、それぞれに刻印・ラベル等により表⽰がされていますので、認定品であること

の確認が容易にできるようになっております。

刻印の例

ラベルの例

  

有効期間1年間の「認定合格証」とは、その有効期間に製造されたものを認定品とするものであり、使⽤期
間を限定するものではありません。したがって適正な経年管理が⾏われている仮設機材については、⻑期間
繰り返し使⽤することができます。


